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研究成果の概要（和文）：本研究は、多様な法概念とそれらの相互関係を、現代（非古典）論理

の論理式で表現することを目標とした。本研究を通して、語用論的な法概念の構造を分析し、

また、授権規範を 2 階の述語論理の論理式で表現できることを指摘した。さらに、道徳規範と

法的権利の論理的関係についても説明した。条件法の問題や、様相と条件法の関係の問題につ

いては、今後の検討課題とした。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, I tried to express different concepts of Law and 
relations of them in logical forms of modern (non-classical) logics. Thorough this study, I 
analysed the structure of the pragmatic concept of law. I also pointed out a possibility to 
express logical forms of “norms of competence” in forms of the second order predicate logic. 
Furthermore, I explained a logical relation between moral norms and legal rights. Some 
problems of conditionals and of relations between modalities and conditionals remained 
unresolved.  
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１．研究開始当初の背景 
 
 法理学は，法の概念・法解釈の方法・正義
の理念を主な研究対象とする学問分野であ
るが，その中でも法の概念を扱う「法概念論」
は，法理学の中核的部分であると同時に，法

情報学の基礎理論の一部である。この法概念
論は，「法とは何か？」という問題を扱う理
論のことであり，実定法学にとっても法実務
にとっても不可欠の理論である。しかしなが
ら，これまでのところ，法概念論に関して，
多くの人々が納得するような共通理論は発
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見されておらず，むしろ非常に多彩な主張が
入り乱れてなされているのが現情である。 
 ところで、様相論理などの現代（非古典）
論理学を法概念論に応用しようという試み
は、これまで、あまりなされていないように
思われる。論理学を法学に応用しようという
試みとしては、法律エキスパートシステムの
開発を挙げることができるものの、これは、
法実務を補助するための論理プログラミン
グの可能性を探求するものであり、法理学的
課題への取り組みを主要な目的とするもの
ではなかった。 
 これに対して本研究は，法理学的な関心を
主発点とし、現代論理学の方法を用いて，こ
れまで主張されてきた多用な法概念論を整
理し，相互の関係を明確にすることによって，
今後のより建設的な理論展開の基盤を提供
しようとするものであった。 
 
 
２．研究の目的 
 
 法概念論は法理学の中核的部分であるの
で，それに関する国内外の研究論文は非常に
多数存在する。しかしながら，既に述べたよ
うに、様相論理などの現代論理学の成果を法
概念論の整理のために応用しようとする試
みは，これまでほとんどなされていないよう
に思われる。 
 本研究の研究代表者は，様々な法概念論を
整理する基準の一つとして伝統的に議論さ
れている論点，すなわち，法概念に道徳が含
まれるか否かという論点について、本研究の
開始前に初歩的な整理を行い，学会で報告し
ていた。その報告では，述語論理的に４種類
の，さらに様相論理的に２種類の法概念論が
ありうるので，結局，８種類の法概念論があ
りうるのではないか，という提案をした。本
研究は，この８分類を出発点として，このよ
うな分類は本当に適切であるのか，他の分類
方法はないのか，といった法概念論に関わる
諸問題と取り組み，また、現代論理学の研究
も並行的に行いつつ、最終的には、これまで
主張されてきた多用な法概念論を整理し，そ
れらの相互関係を明確にすることによって，
今後のより建設的な理論展開の基盤を提供
することを主要目的とした。 
 なお、本研究にあたっては，とくに可能世
界意味論に依拠することによって，伝統的に
「概念」「本質」といった言葉の「内包」と
呼ばれる不定形な観念を「外延」化し，イメ
ージしやすいものに還元してしまうことに
よって，なるべく平易な理論を構築すること
も心がけた。 
 
 
 

３．研究の方法 
 
 本研究を遂行するためには，現代論理学の
さまざまな分野に関する基礎的理解が不可
欠である。このため，本研究のすべての期間
にわたって，現代論理学に関する研究を継続
した。また，法情報学や論理学に造詣の深い
研究者の助言を得ることも重要であるため，
法情報学関係の研究会に参加するなどして，
知見を広げるよう努めた。 
 外国の研究者との交流も進めた。2010年
11月には、ドイツ・キール大学のカーステ
ン・ベッカー（Dr. Carsten Bäcker）助手に
来日してもらい、講演をしていただくととも
に、本研究に関して意見交換を行った。また、
2011年 8月には、ドイツ・フランクフルト
（Frankfurt am Main）で開催された法哲学
社会哲学国際連合第 25回大会に参加し、異
なるテーマで 2 回の報告を行った。さらに、
2012年 10月には、『Logik im Recht（法にお
ける論理）』という図書の著者であるドイ
ツ・フランクフルト（Frankfurt an der Oder）
大学のヤン・C. ヨェルデン（Prof. Dr. Jan 
C. Joerden）教授と意見交換を行った。同年
11月には中国・長沙で開催された法思想史関
係の研究会でも報告をした。 
 本研究の研究報告も定期的に行った。上記
の国外での 3回の報告の他に、国内の研究会
で 6回の報告を行い、国内の学者から助言を
受けた。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)まず、法という集合の基本要素である法
規範に関して、法規範自体とその妥当性（有
効性）とを区別する場合、法規範は必然的に
妥当性主張を掲げているという語用論的な
法概念が可能になること、さらに妥当性の条
件として内容の正当性を含めるか否かで、自
然法論的な法概念と実証主義的な法概念の
区別が可能になる、という整理を行った。 
 
(2)法規範の分類の一つとして、行為を命じ
る行為規範と、規範制定の権限を与える授権
規範を分けるということは従来の法概念論
でも行われてきた。この点に関して本研究で
は、前者の行為規範は一階の述語論理の論理
式を用いて、後者の授権規範は、二階の述語
論理の論理式を用いて表現できる、という着
想を得た。しかしながら、二階の述語論理を
含む高階述語論理は、現代論理学の中でもか
なり高度な分野であり、この着想を十分に発
展させることはできなかった。 
 
(3)前項で触れた授権規範によって定められ
る規範の立法者と、その規範によって義務を



 

 

課される者（規範の名宛人）が同一であるな
ら、その授権規範は、自己決定の権限を各自
に与えるものである。そのような権限に基づ
いて定められた規範を道徳規範とみなすな
す場合、その道徳規範から、その立法者の権
利主張（道徳的な行為をすることを妨げない
ことを他者に求めること）を論理的に導き出
すことができることを明らかにした。このこ
とは、道徳規範と法規範の関係を考える際に
は、「権利」という概念を避けて通ることが
できないことをも示していると思われる。し
かしながら、権利の研究については、その構
造と具体的な中身に分けて、それぞれをさら
に検討することが必要であることを指摘す
る段階に留まった。 
 
(4)法規範を論理式で表現する場合、条件法
（もし～ならば、～である）をどのように理
解すべきか、という難問に直面する。とくに
条件法と様相を組み合わせる場合は、論点が
多岐にわたり、本研究の期間内にはほとんど
研究が進まなかった。この点については、今
後の研究課題としたい。 
 
 本研究の当初の構想は、法規範の集合を一
つのまとまりとしてとらえ、それと道徳規範
の集合との関係を論理的に分類しようとす
るものであった。しかしながら、研究を進め
ていくうちに、個々の法・道徳規範を論理的
に分析し、表現することを先に行わないこと
には、集合としての法と、集合としての道徳
の多様な関係を分析し、整理することは困難
であることがますます明らかとなった。その
ため、本研究では当初の構想をすべて達成す
ることはできなかったものの、今後取り組む
べき研究課題と、その解決のための方向性を
得ることはできたという意味で、非常に限定
的ではあるが、本研究の主要目的（多用な法
概念論を整理し，相互の関係を明確にするこ
とによって，今後のより建設的な理論展開の
基盤を提供する）は達成されたと考える。 
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